著者のための説明書（Instructions for authors）
ホームページでの案内等について
以下が，ＬＥＥと発行元Springerのホームページです。購読や発行元について案内があります。よく読んでからご投稿下さい。

・日本緑化工学会
http://www.jsrt.jp/

・LEEについて，著者への説明など（日本緑化工学会サイト内）


http://www.jsrt.jp/LEE.html

・ＬＥＥの投稿先


https://www.editorialmanager.com/laee/

編集の方針
　Landscape and Ecological Engineering誌は、生物多様性の損失、砂漠化、地球温暖化などの環境問題に関して，その保護や改善に関心を持つInternational Consortium of Landscape and Ecological Engineering (ICLEE) によって出版されています。
　本誌は、生態系の保全や再生、管理のあらゆる側面についての原著論文、報告、総説や技術的報告を募集しています。また、本誌は純粋な科学的研究だけでなく、今日の環境問題に対して有用で実用的な解決法を提供する技術的，デザイン的研究も歓迎します。本誌の扱う範囲は、大学や研究機関による研究が主ですが、一方で、ランドスケープ計画や管理問題に際しての意志決定に重要となる実用的で応用的な報告に重点を置いています。

本誌では，以下のタイプの記事を募集しています。
□原著論文（original paper）：新しいデータの収集や分析、あるいはモデリングに基づく論文。
□短報（short communication）：原著論文よりも短く，刷り上がり6ページまで。まだ十分には応用されていない技術の方法論についての短い報告、新しい結果の迅速な出版のための短い報告。
□報告（report）：生態系の管理や工学についての技術や事例研究の短い報告。世界の国々や国際機関による保全や再生についての施策，法律や規制についての情報も含む。
□総説（review）：ICLEEに関連する分野の時宜を得た調査・論評。特定のトピックについての総説は編集委員長（Editor-in-Chief）により要請があることもあが，要請なしに投稿することもできる。
□書評（book review）
投稿
　LEEでは2008年12月から，原稿の投稿は電子投稿システムを通してしか受け付けないことになりました。ご注意下さい。
日本在住の方の場合，少なくとも第一著者は，下記３学会のいずれかに入会して頂きます。第一著者が下記３学会の会員で，さらに，LEEの購読会員の場合，投稿料・掲載料は無料です。LEEの非購読会員の場合は，掲載料として20,000円を受領いたします。
 学会の名前が，ICLEE(International Consortium of Landscape and Ecological Engineering)で，雑誌の名前は，Landscape and Ecological Engineering　です。
ICLEE構成学会（日本では下記3学会です）

・日本緑化工学会


・応用生態工学会


・日本景観生態学会

外国在住の方の場合，少なくとも第一著者には，ICLEEへの入会を勧めますが、仮に入会しなくても校閲しています。原稿は，LEEの編集事務局（Editorial Office）に送付していただきます。
また，著者らはバックアップのための原稿のコピーを手元に置いておいてください。原稿の受理や修正，却下についての編集上の判断は，査読者の報告に基づいて行われます。
Submission Guide for Authors
１）LEEのEditorial Managerに氏名、Username、メールアドレスを登録

EMにアクセス
　https://www.editorialmanager.com/laee/
◆初めて投稿する場合

・左上　REGISTER　をクリック。必要事項を記入していきます（氏名、Username、メールアドレスを登録）。
・完了したら、登録したメールアドレスに、Usernameとパスワードが届きます。もし、登録したUsernameが既に使用中のものならば、新たにSpringerが仮設定したものが届くのでご確認ください。

◆既に登録したが、Usernameとパスワードを忘れてしまった場合

・左上　LOGIN　をクリック。
・Send Username/Password　をクリック。

Last name、First name、メールアドレスをいれると、Usernameとパスワードが指定メールアドレスに届きます。

２）１）で登録したUsernameとパスワードで、ログイン

・https://www.editorialmanager.com/laee/　にアクセス

左上　LOGIN　をクリック。

・Usernameとパスワードを入れ、　Author Login　をクリック
３）投稿する

· Submit New Manuscript　をクリック。

順次、必要事項を記入していきます。注意すべき点は以下のとおり。

1 Suggest Reviewers　のフェーズで、できるだけ校閲候補者（数名）をいれる。（早く校閲プロセスに乗せるため）

2 Request Editor　のフェーズで、担当の編集委員を選択。

　　例）Special Issueの場合は、責任編集者。


一般投稿の場合は、自分が所属する学会の編集委員か、自分が校閲を希望する学会の編集委員。
※　投稿する際に会員IDが必要になります。
　緑化工学会の会員IDは　JSRT＋会員番号下四桁　です 

■　英文誌LEEに関する問いあわせ　※原稿の送り先ではありません
原稿の作成、投稿についての問い合わせ　（LEEの緑化工学会担当編集委員）

加藤　和弘

東京大学大学院農学生命科学研究科附属緑地植物実験所

E-mail：aster@tokyo.email.ne.jp
■購読状況，IDについての問いあわせ
日本緑化工学会事務局
E-mail：office@jsrt.jp　　〒112-0002　東京都文京区小石川1-3-7
TEL 03-3818-8281　　　FAX 03-3818-8282
法律上の必要条件
　著者らは、著作権者の同意なしに他所においていかなる言語においても原稿が公表されないこと、第三者の権利を侵害しないこと、さらに出版社がいかなる苦情にたいしても補償を行う法的責任を持たないことを保証しなくてはなりません。 
　他所においてすでに公表済みの図や文章を原稿に含めようとする時は、著者らが著作権者らから許可を得，さらに投稿時にその証拠を示さなくてはなりません。そのような証拠を添えずに投稿された原稿は、著者らのオリジナルであるとみなされます。

　受理通知の後、出版社から提供される「著作権譲渡についての書類（Copyright Transfer Statement）」に署名し、校正済みの試し刷り（corrected proofs）とともに出版社にファックスで送信してください（後述参照）。
原稿の準備
　すべての原稿は査読が行われ、受理された原稿は出版前に校正されます。原稿は英語で記述し、前後，左右に3 cmの余白をとり、行間は2行としてください。ワープロの自動挿入機能を使ってページと行番号を入れてください。著者らの母国語が英語でない場合は、投稿の前に、英語を母語とする同僚やその分野に精通した者の校正を受けておく必要があります。
学名：本文において学名の初出時は、命名者名を含めてラテン名を省略せずに書いてください。あるいは、多くの種がある場合は、植物誌やチェックリストを引用してください。既出の参考文献から引用した種には、命名者を入れないでください。
製品名：特殊な機器については，製品名や製造会社名を示して，あとで読者が確認できるようにしてください。例えば、「Data were collected using a solid-state data logger (CR21X, Campbell Scientific, Utah, USA).」。市販されているソフトウェアが使用されている場合は、提供者の詳細が括弧内か、参考文献リストに示されなければなりません。
単位と記号：著者は国際単位系（SI単位系、Systeme International d'Unites; Quantities, Units and Symbols, 2nd edn (1975) The Royal Society, Londonを参照してください）を使用してください。また、単位には負号を使用してください。例えば、「昆虫の数 g-1 dry wt（wtにはピリオドがついていないことにも注意）。」数式には、記号を使い、省略形を使わないでください。多くの記号を使う場合は、本文のできるだけ初めの方か、材料と方法（Materials and methods）で定義してください。
省略形は、要旨の初出時と本文の初出時の両方で定義し、以降は常にその省略形で示してください。
本文に必要な脚注は、連続した番号を振り、参照するページの下部に記述してください。
原稿は，以下の順で記述してください。
□表題のページ（Title page）：著者らの名前、簡潔で内容を十分に表現した表題（学名の命名者名は含めない）、著者らの所属と住所、連絡先となる著者のメールアドレス、電話番号、ファックス番号を入れてください。
□要旨（250語以内）：研究の目的、方法，主要な結果の概要、事実に基づいた管理や政策に対する示唆について明快に記述してください。
□キーワード（6つ以内）：論文に私用した語は含めないでください。
□はじめに（Introduction）：その研究の必要性や背景、仮説について述べます。
□材料と方法（Materials and methods）：後に追試ができるように詳細に記述してください。
□結果（Results）：図表を用いて重要な箇所を指摘しながら、結果について記述します。
□考察（Discussion）：先行研究を背景として結果の重要性を指摘します。適切な場合には、管理や政策への推奨事項について述べます。
□謝辞（Acknowledgments）：手短に。謝辞の最後に、実験が実施された国の現行法を順守していることについて述べてください。編集委員長は、上述の要求に従わない原稿を掲載しない権利を保持しています。著者は、虚偽の記述や上述の要求に従うことができなかったことについて責任を負います。
参考文献（References）
　参考文献のリストは、本文に引用したものとし、すでに公表されているか、公表予定の文献のみを掲載してください。私信は本文においてのみ言及してください。文献のDOI（Digital Object Identifier）がわかる場合は、各文献の最後に加えることができます。
　参考文献は本文中に，著者と発表年を記して引用してください（例えば、Hammer 1994; Hammer and Sjöqvist 1995; Hammer et al. 1993)。参考文献のリストは著者名のアルファベット順に並べてください。同じ著者と年の組み合わせが2つ以上ある場合は、本文と参考文献リストにおいて、発表年順に発表年の右上に小文字でa、b等のアルファベット付け、区別してください。
＊雑誌に掲載された論文や報告の場合：全著者の氏名、年、全タイトル、国際的な慣行に準拠した雑誌名の省略形、最初と最後のページ番号 

例：May MO, Tilman K, Wiliams R (2005) Restoration of sound ecosystems in the traditional rural landscapes. Landscape Ecol Eng 1:3−15 

文献のDOIがわかる場合は、各文献の最後に加えることができます。
例：Kimura MT (2004) Cold and heat tolerance of drosophilid flies with reference to their latitudinal distributions. Oecologia 140:442−449. DOI 10.1007/s00442-004-1605-4 

オンラインでのみ公表されており、冊子体では出版されていない文献はDOIを用いて引用してください。
例：Abrams PA, Matsuda H (2004) Consequences of behavioral dynamics for the population dynamics of predator-prey systems with switching. Popul Ecol. DOI 10.1007/s10144-003-0168-2

＊本の独立章の場合：全著者の氏名、年、章のタイトル、編集者名、本のタイトル、版、巻号、出版社、出版地、ページ番号
例：McArthur WM (1993) History of landscape development. In: Hobbs RJ, Saunders DA (ed.) Reintegrating fragmented landscapes, Springer, Berlin Heidelberg New York: pp 10−22
＊本の場合：全著者の氏名、年、タイトル、出版社、出版地
例：Begon M, Harper JL, Townsend CR (1996) Ecology: individuals, populations and communities, 3rd edn. Blackwell, Oxford.

図表（Tables and figures）
　すべての図，写真および表は、本文で引用し、アラビア数字で順に番号を付けてください。
□表：タイトルとその表で使用されている省略形の凡例を付記してください。表中の脚注は、小文字の上付き文字（あるいは有意確率やその他の統計データはアスタリスク）で示してください。
□図：ひとつの図の各部分は、小文字のアルファベット（aやbなど）を使って区別してください。もし図において、大文字のアルファベットが使用されていたとしても、図の説明文や引用箇所では小文字が使用されます。
　図の幅は，列の幅である8.6 cm，または、13.1 cm、17.6 cm，23.4 cmのいずれかに合わせてください。
□線画：良質の印刷で提出してください。文字等が明瞭に読み取れるようにしてください。大文字は、最終原稿において約2 mmの高さになるようにしてください。

□ハーフトーンの図：コントラストのよい鮮明なプリントを提出してください。図の裏側にどちらが上であるかを銘記しておいてください。拡大・縮小の縮尺は，縮尺記号で示してください。
□デジタル形式で準備される図：「電子形式の原稿と図の準備のための説明書（Technical Instructions for Manuscripts and Illustrations in Electronic Form）」に従ってください。

□カラーの図：オンライン版では常にカラーで出版されます。しかし、冊子体では、著者が印刷費用を負担することに同意した場合にのみ、カラーで印刷されます（カラー1ページ目 11万円、以降1ページにつき6万円）。費用を負担しない場合は、白黒で印刷されます。この場合、著者には、カラーの図が白黒に変換された後も、必要な情報が伝わるように図を準備しておく責任があります。
□図の説明文：簡潔で、それだけで十分な説明になっている必要があります。説明文は、原稿本文の最後に，付加してください。
　※ 原稿と図は、特に著者から要求がない限り、通常、返却されません。
最終原稿（電子形式）の準備
　受理の後、電子形式の最終原稿を編集事務局（Editorial Office）に送付してください。最終原稿の準備にあたっては、「電子形式の原稿と図の準備のための説明書（Technical Instructions for Manuscripts and Illustrations in Electronic Form）」に従ってください。
　次の2つの異なる形式でファイルを保存してください。
1. 

本文：RTF（リッチテキスト）形式、あるいはMicrosoft Wordに準拠した形式
　

図：EPSまたはTIFF形式
2. 

PDF形式（本文、表、図を含む1つのPDFファイル） 

　　すべてのフォントがPDFファイルに埋め込まれていることを確認してください。
電子補助資料（Electronic Supplementary Material）
　論文や報告のための電子補助資料（ESM）は、査読を経て受理された原稿と一緒に、電子形式で資料が提出されれば、本誌の電子版で公表されます。
　ESMには，印刷できない情報、例えば、アニメーション、ビデオクリップ、録音（QuickTime、avi、mpeg、animated GIFなど一般的なファイル形式を使ってください）や，電子形式の方が便利な情報、例えば、シークエンス、スペクトルデータなど，さらに論文や報告に関係する大量のオリジナルデータ（例えば、追加の表、多数の図（カラーおよび白黒）などがあります。
　ESMの説明文は簡潔で、それだけで十分な説明になっている必要があります。ESMには、S1、S2のように順に番号を振ります。
　掲載の受理後、ESMは著者から受け取ったままの状態で、オンライン版でのみ公表されます。冊子体には、参照のための記述が掲載されます。
校正（Proofreading）
　試し刷りを入手することができる仮のURLが、著者宛てにメールで通知されます。校正は、著者の責任です。著者は、ダウンロードしたPDFファイルを印刷して、本文が完全であるか、すべての図や表が含まれているかを確認し、校正（形式の修正のみ）を行います。
　内容に関わる本質的な変更、例えば、新しい結果や、正しい数値、タイトル、著者の変更は、責任編集者の承認なしには認められません。このような場合には、校正を出版社に戻す前に、編集事務局に連絡を取ってください。オンライン出版の後、修正は例外的な場合に、誤植（Erratum）の形式で論文や報告にハイパーリンクを付ける形でなされます。
オンラインファースト（Online First）
　論文や報告は校正が受け取られた後、約1週間で出版されます。オンラインで出版された論文や報告は、その時点ですでにDOIによって引用が可能です。冊子体の発行後は、巻号やページ番号によっても引用が可能になります。
別刷
　別刷りが必要な場合は、試し刷りと一緒に用意されている注文票を、校正と一緒に返送してください。
オープンチョイス出版（Open Choice Publication）
　通常の出版（投稿された論文や報告には、雑誌の購読者のみがアクセスすることができる）に加えて、Springer Open Choiceという出版形式を選択することができます。Springer Open Choiceは、通常の購読者に加えて、Springerのオンライン発信媒体であるSpringer Linkを通じて、あらゆる人に記事を提供するものです。Springer Open Choiceによって出版するためには、受理時にwww.springeronline.com/openchoiceを訪問し、関係する注文票に記入して、支払いのために必要な情報を提供してください。支払いは、出版の前に完了しておかなくてはなりません。そうで無い場合、記事は通常の出版形式で出版されます。残念ながら、出版済みの記事はSpringer Open Choiceを注文することはできません。
電子形式の原稿と図の準備のための説明書（一部説明の追加）
（Technical Instructions for Manuscripts and Illustrations in Electronic Form）
原稿の準備
本文
1.　普通の読みやすいフォント（例えば、Times Roman）を使用してください。
　　その他の選択可能なスタイル
　　・原典に拠ることを強調する場合は、イタリック体を使用
　　・特別の目的、例えば数学のベクトルは、太字を使用
2.　ページに番号を振るためには、ワープロのページ番号自動挿入機能を使用してください。
3.　フィールド機能は、使用しないでください。
4.　行頭の字下げには、タブストップを使う等をし、スペース（空白文字）を使わないでください。
5.　Excel等のスプレッドシートを使用せずに、ワープロソフトの表機能を利用して、表を作成してください。
6.　数式には、ワープロの数式エディタか、MathTypeを利用してください。
7.　原稿の最後に、図の説明文や表を配置してください。
8.　すべての図は、別々のファイルとして提出してください。図をまとめて、本文の中に入れることはしないでください。
本文のファイル形式
　RTF（リッチテキスト）形式、あるいはMicrosoft Wordに準拠した形式
図
　ベクトル画像（例えば、線画）の場合は描画ソフトから出力したEPS形式が、ハーフトーン（例えば、写真）の場合にはTIFF形式が、望ましい保存形式です。
　ファイル名には（1つの図につき1つのファイルを作成する）、図の番号を含めてください（例えば、Fig1.tif）。図の説明文は、本文に含め、図のファイルには入れないでください。
スキャンの解像度
　線画をスキャンする場合には、最終的な図のサイズにおいて最低800 dpiでスキャンしてください。デジタルハーフトーンの場合には、通常、300 dpiで十分です。
カラーの図
　カラーの図は、RGB（24ビットカラー）のTIFF形式で保存してください。
ベクトル画像
　ベクトル画像中のフォントは、ファイルに埋め込んでください。極細線では描画しないでください。最低の線幅は、最終的な図のサイズにおいて0.2 mm（0.567 pt）です。
ファイルの送付
　受理の通知があったら、次の2つの異なる形式のファイルを、編集事務局（Editorial Office）へ送付してください。
1. 

本文：RTF（リッチテキスト）形式、あるいはMicrosoft Wordに準拠した形式
　

図：EPSまたはTIFF形式が望ましい（JPEG形式も可能）
2. 

PDF形式（本文、表、図を含む1つのPDFファイル） 

　　すべてのフォントがPDFファイルに埋め込まれていることを確認してください。
ファイル名は、投稿整理番号や著者名等、他の原稿と区別できる名前にしてください。
複数のファイルをzip形式等でまとめて圧縮して送付することも可能です。
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